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晴

第３回登山学校として沢登りの初心者訓練実施。

入渓前に沢登の本来の目的等を説明。皆さん沢靴等は新調されて、自分の地下

足袋、草鞋がみすぼらしく感じる。

滝やま荘の前を通り、入渓する。水につかった直ぐは少し冷たく感じる。水量は一

昨日までの降雨の性か、去年程ではないが多い様な気がする。

出来るだけ沢の中を歩こうと思ったが、水流が多いからかゴルジュや釜の水深が

深そうだったりｼｬﾜｰｸﾗｲﾐﾝｸﾞする気力も無いので、何ヶ所かは高巻いたり、へつっ

たりする。

へつる際はが耐えられずに落下する人有り。落下距離は１ｍも無いし、下は水で

足が届くのでそのまま放置する。頑張って・・・？

中程で５～６ｍ程の斜滝にでる。ここは高巻等出来ず直登するしか出来ず、本日

のクライマックス場所に挑戦してもらう。ここでは去年より水量が多い様な気がした。

後続者確保のためブーリンでザイルを結んで、流れの中に入り登る。滝の上部で

は去年の二の舞いをしない様に事前にフィックスを張ってから、後続者を上げる。

確保地点より下は見えないが確保している時点でザイルが張ったので、数名は

滑って落ちた様子。確保していて寒く感じた。ここで高巻時に本流へ戻る時の懸垂

の練習を使用と考えていたが、「もう腹一杯で、結構です」との発言や再度登るの

はいやといった様子なので、断念する。

後は水流の激しい２段滝等を高巻いたりしながら歩くと、流れの緩やかな場所に出

て、昼食とする。昼食後すぐ横の林道に出たが、懸垂の練習をやらなかったので予

定より１時間程早く終了。林道に出たら、今までと違って暑く感じた。

駐車場 08:20 ～ 入渓 08:30

08:30 ～ 11:50 野河内渓谷

林道 12:00 ～ 駐車場 12:30  


